
川内原発1号機、

定期検査で停止
後、

1/6営業運転へ

稼働しない「もんじゅ」の後継？高速実証炉計画はありえない

福島第一原発
処理費用倍増
21.5兆円!! 三反園

県知事
ガンバレ！

川内原発2号機、
「原子力問題検討
委員会」設置により
運転停止なるか！

NO NUK ES! ENERGY AUTONOM Y ! 原発のない未来へ。

012017 January
毎週金曜日 18:30-20:00

首相官邸前＆国会正門前（南庭側）

http://coalitionagainstnukes.jp/
呼びかけ：首都圏反原発連合 －Metropolitan Coalition Against Nukes－

https://www.facebook.com/MCANglobal/?fref=ts

https://twitter.com/MCANjp   【ID】@MCANjp

　経済産業省は2016年12月、東京電力福島第一原発の処理費用の見積りを21.5兆円と倍増させました。廃炉の見
込みも立たない中、この数字はさらに増えるはずです。しかも、「電力消費者は過去に原発に対して支払うべき費用が
あった」という理屈をひねり出し、すべての電力利用者の料金に「過去分」の2.4兆円を上乗せしようとしています。
事故の原因究明も責任追及も被災者への補償もおざなりなまま、膨らみ続ける費用を国民負担とし、それでも再稼働
する、こんな政策がまかり通るわけはありません。
　また、政府は20年にわたり1兆円を費やしても稼働しない高速増速炉「もんじゅ」失敗の原因解明も反省もなく、
フランスの高速炉ASTRID（アストリッド）計画への数千億円の出資も検討しつつ、もんじゅの後継となる高速実証炉
を開発をすると言い出し、同じ轍を踏もうとしています。安倍政権のエネルギー政策は破綻しており、これ以上の国費
の無駄遣いや国民負担が許されるものではありません。
　原発の危険におびやかされず、安全な暮らしと未来を託せるエネルギー政策を求め、2017年も声を上げましょう。

※日程、時間、開催エリアなどは変更する場合もあります。 ※天候や状況に応じての急な変更は、当日の14時までにtwitterやWEBでお知らせします。※日程、時間、開催エリアなどは変更する場合もあります。 ※天候や状況に応じての急な変更は、当日の14時までにtwitterやWEBでお知らせします。
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